
【第１回アンケート調査】
• 一次調査の対象：18-49歳、女性
• 二次調査の対象：下記条件に当てはまった最初の5,356人
症状：月経困難症が少しでもある or 鎮痛剤少しでも使用あり
あるいは、PMSが少しでもある
通院：今、通院なし
• 人数：一次調査 40,000人、二次調査 5,356人

【第２回アンケート調査】
• 18-49歳、女性
• Dysmenorrhea Score 3点以上の月経困難症 かつ 継続した医療機関受
診がない

• 人数 3,708人



Dysmenorrhea Score （月経困難症スコア）

None 0  痛みがない
Mild 1  仕事（学業・家事）に若干の支障あり
Moderate 2  横になって休息したくなるほど仕事（学業・家事）への支障をきたす
Severe 3  １日以上寝込み、仕事（学業・家事）ができない

None 0  月経中に痛み止めは１日も使っていない。
Mild 1  月経中に痛み止めを１日使用した。
Moderate 2 月経中に痛み止めを２日使用した。
Severe 3 月経中に痛み止めを３日以上使用した。

(Harada T. Fertil Steril. 2008;90(5):1583-8)

スコア 0        1         2         3         4         5         6
なし 重度

中等度以上

月経困難症の程度

鎮痛剤使用の程度

月経困難症の程度
+

鎮痛剤使用の程度



第１回アンケート調査
一次調査
N = 40,000



一次調査
Q2 生理痛のために、仕事を休んだことがありますか。

単一回答
n ％

全体
(40000)

これまで仕事に就いたことがない
2434 6.1 

働いている（働いたことはある）が、生理痛のために休ん
だことがない 28865 72.2 

働いており（働いたことはあり）、生理痛のために仕事を
休んだことがある 8701 21.8 

第1回アンケート 一次調査



一次調査
Q４ 直近2回の生理痛の程度についての質問です。最もあてはまる
ものを１つお答えください。（n=40,000)

痛みがない

仕事（学業・家事）に若干の支障あり

横になって休息したくなるほど仕事（学業・家事）への支障を来す

1日以上寝込み、仕事（学業・家事）ができない

27.7

22.1

18.9

23.6

36.2

50.8

48.2

52.2

53.8

47.5

18.2

23.8

24.0

19.4

13.8

3.3

5.9

4.8

3.1

2.6

全体 (40,000) 

10代 (976)

20代 (7,745) 

30代 (15,358) 

40代 (15,920) 

第1回アンケート 一次調査

（％）



47.2

40.4

35.0

44.1

56.4

22.8

25.9

26.7

23.8

19.7

18.5

20.0

24.3

20.4

13.9

11.5

13.7

13.9

11.7

9.9

一次調査
Q5 直近2回の生理中での、痛み止めの使用についての質問です。
最もあてはまるものを一つお答えください。
(n=40000)

全体 (40,000) 

10代 (976)

20代 (7,745) 

30代 (15,358) 

40代 (15,920) 

生理中に痛み止めは1日も使っていない。 生理中に痛み止めを1日使用した

生理中に痛み止めを2日使用した 生理中に痛み止めを3日以上使用した

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (40,000) 年齢 10代 (976) 20代 (7,745) 30代 (15,358) 40代 (15,920) 



合計 (40,000) 

10代 (976)

20代 (7,745) 

30代 (15,358) 

40代 (15,920) 

24.3

18.4

15.2

20.6

32.7

22.3

20.8

19.0

22.4

23.8

19.2

20.1

21.5

20.6

16.6

15.5

16.3

20.1

16.7

12.1

11.1

13.8

14.0

12.1

8.6

5.8

7.9

7.4

6.1

4.7

1.8

2.7

2.7

1.6

1.4

一次調査
Q5-6 直近2回の生理中での、Dysmenorrhea Score
(n=40,000)

スコア０ スコア１ スコア２ スコア３ スコア４ スコア５ スコア６0 1 4 3 2 6 5 
0 1 6 4 5 3 2 

年
齢

• 75.7 % 月経困難症あり：１点以上
• 34.2 % 中等度以上の月経困難症あり：３点以上

21.8％が仕事を休んだことある
37.3％が仕事を休んだことある

月経困難症スコアは年齢と非線形に関連していた。

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
Age was associated with prevalence. (prevalence varied non-linearly with age (quadratic term p<0.001))
年齢は有病率と関連しており、その関係は直線的ではなく、年齢に伴って曲線的に変化していた。



一次調査
Q7 生理痛を理由に、これまでに医療機関を受診したことがありますか。最
もあてはまるものを一つお答えください。
(月経痛があるor鎮痛剤を使用している）

一度も医療機関を受診したことがない 現在医療機関に通院中である（対面診療あり）

現在医療機関に通院中である（オンライン診療のみ） 受診したことはあるが通院していない

66.7

72.7

63.1

66.3

68.8

10.9

11.9

14.2

10.5

9.4

1.6

2.9

2.9

1.4

0.9

20.8

12.4

19.8

21.8

21.0

全体 (30,271) 

10代 (796)

20代 (6,568) 

30代 (12,190) 

40代 (10,716) 

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (30,271) 年齢 10代 (796) 20代 (6,568) 30代 (12,190) 40代 (10,716) 



医療機関への受診の状態

• 月経困難症がある人（月経困難症スコア １点以上）（n=30,271)
66.7％ 一度も受診したことがない
20.8% 受診したが中断した
12.5% 受診継続中（オンライン診療含む）

• 中等度以上の月経困難症がある人（月経困難症スコア ３点以上） （n=13,695)
53.5％ 一度も受診したことがない
28.3% 受診したが中断した
18.2％ 受診継続中 (オンライン診療含む)

第1回アンケート 一次調査

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
30271
13695



月経困難症に対する医療機関への受診

受診率下がる
• 非正規雇用・非労働者
• 最終学歴が上がる

Predictor OR 95%信頼区間 p
月経困難症スコア 1.86 1.77-1.94 <0.001
世帯年収

<400万 (Ref.) — — —
400–799万 1.13 1.01-1.25 0.03
800–1199万 1.29 1.11-1.50 0.00
≥1200万 1.47 1.15-1.89 0.00
わからない 1.04 0.92-1.18 0.52

雇用
正規＋自営 (Ref.) — — —
非正規 0.84 0.76-0.94 <0.001
非労働力・その他 0.82 0.74-0.91 <0.001

最終学歴
中学校 — — —
高校 0.46 0.29-0.74 <0.001
短大/大学以上 0.42 0.27-0.66 <0.001

（ORが高いと受診率高い）

受診率上がる
• 月経困難症スコアが高い
• 世帯年収が400万円以上

第1回アンケート 一次調査

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
有意差なし
地域
婚姻の有無
子の有無



一次調査
Q8-1 生理痛の悩みについて、これまでどなたに相談している（していた）
でしょうか。 現在の相談相手(月経困難症スコア １点以上) 一つずつ

全体 (30,271) 

10代 (796)

20代 (6,568) 

30代 (12,190) 

40代 (10,716) 

誰にも相談していない 担任の先生／部活の先生 保健の先生 家族（母）

家族（兄弟・姉妹） 家族（上記以外） 職場の産業医 職場／学校の先輩

職場／学校の友達 配偶者/パートナー その他 この学校には行っていない

61.2

36.3

50.8

62.6

67.8

0.7

0.9

0.9

0.6

0.5

0.7

3.1

1.3

0.6

0.4

16.8

50.5

27.5

14.5

10.3

2.2

1.1

1.8

2.2

2.4

1.1

0.8

0.9

0.9

1.6

0.4

0.3

0.5

0.4

0.5

1.0

0.1

0.8

1.0

1.3

2.6

2.5

2.1

2.3

3.4

11.5

3.1

12.1

13.3

9.7

1.7

1.3

1.4

1.6

2.2

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (30,271) 年齢 10代 (796) 20代 (6,568) 30代 (12,190) 40代 (10,716) 



9.9

16.3

12.6

9.3

8.5

9.2

13.8

15.1

9.8

4.6

2.9

12.6

5.8

2.1

1.4

8.8

6.8

11.3

11.0

5.0

40.6

27.3

32.5

41.6

45.4

1.1

0.3

1.0

1.1

1.2

0.9

0.4

0.5

0.6

1.5

6.3

1.9

2.7

5.4

9.9

5.5

2.5

3.4

5.2

7.5

5.3

11.1

7.1

4.7

4.3

5.6

3.0

5.3

5.5

6.0

0.5

1.8

0.4

0.4

0.5

1.0

0.4

0.8

1.1

1.0

2.4

2.0

1.4

2.3

3.3

YouTube X（旧Twitter） TikTok

インスタ ネット検索／検索エンジン 企業サイト

雑誌／新聞 テレビ 友達

家族（親など） 病院（医師、掲示板、チラシなど） 学校（保健室、授業、ポスターなど）

職場（産業医、セミナー、ポスターなど） その他

全体 (30,271) 

10代 (796)

20代 (6,568) 

30代 (12,190) 

40代 (10,716) 

一次調査
Q9-1 生理痛に関して、どこから情報をえている（えていた）でしょうか。 
現在の情報源 (月経困難症スコア １点以上) 一つずつ

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (30,271) 年齢 10代 (796) 20代 (6,568) 30代 (12,190) 40代 (10,716) 



31.9

30.9

27.3

28.5

37.3

45.7

43.0

45.2

46.8

45.0

13.3

15.7

16.5

14.1

10.7

9.2

10.3

10.9

10.6

6.9

一次調査
Q10 直近2回の生理に関して、生理前の不快な症状は職場・家族・友人との
関係に差しさわりがありますか。 (n=40,000)

全体 (40,000) 

10代 (976)

20代 (7,745) 

30代 (15,358) 

40代 (15,920) 

全くない 少しある ある かなりある

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
[Q10] 直近2回の生理に関して、生理前の不快な症状は職場・家族・友人との関係に差しさわりがありますか。
最もあてはまるものを一つお答えください。
不快な症状とは、抑うつ、不安が強い、緊張する、気分に波がある、人と衝突する、疲れやすい、だるい、特定のもの（例えば甘いものなど）が食べたくなる、眠気、乳房やお腹の張り感、むくみなどです。
(n=40000)

全体 (40,000) 年齢 10代 (976) 20代 (7,745) 30代 (15,358) 40代 (15,920) 



67.5

74.3

62.8

67.5

69.7

11.1

9.5

14.2

10.7

9.9

1.8

3.6

3.4

1.6

1.1

19.6

12.6

19.5

20.2

19.4

一次調査
Q11 そのような不快な症状について、これまでに医療機関を受診したことが
ありますか。(n=27,257; PMS症状ある人)

全体 (27,257) 

10代 (674)

20代 (5,627) 

30代 (10,920) 

40代 (9,979) 

一度も医療機関を受診したことがない 現在医療機関に通院中である（対面診療あり）

現在医療機関に通院中である（オンライン診療のみ） 受診したことはあるが通院していない

第1回アンケート 一次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
[Q11] そのような不快な症状について、これまでに医療機関を受診したことがありますか。
最もあてはまるものを一つお答えください。
(n=27257)
全体 (27,257) 年齢 10代 (674) 20代 (5,627) 30代 (10,976) 40代 (9,979) 



第１回アンケート調査
二次調査
N = 5,356



二次調査Q1-2 生理痛があるにも関わらず、現在あなたがクリニックや病
院を受診してない理由(n=4,569) (Dysmenorrhea score 0除く）

1.6
1.5
1.6
1.8

2.8
3.1
3.2
3.9
4.4

5.3
8.5

14.1
23.2

25.1

0.0 10.0 20.0 30.0

その他の理由
以前通院したが、症状がよくならなかった

以前受診時に嫌な思いをした
具体的なクリニックや病院を知らない
以前受診時に問題ないといわれた

薬を使いたくないから
家事が忙しい

「産婦人科」の受診をしたくない
仕事（学業）が忙しい

内診をしたくない
そのうちよくなると思っている

お金がかかる
市販薬などが効いていて、受診の必要性を感じない

症状ががまんできる程度だと思う

％（重複なし）

第1回アンケート 二次調査

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
N = 4,569
月経困難症がある人（月経困難症スコア　１点以上）



4.4

1.1

3.9

4.5

4.6

4.8

3.4

3.3

4.2

6.4

15.4

20.7

21.8

15.6

11.6

4.6

9.2

5.3

4.8

3.7

4.0

3.3

5.1

3.5

2.5

2.3

3.4

3.0

1.6

28.6

31.0

24.3

27.8

31.7

12.6

10.3

13.1

12.0

13.1

2.3

2.8

2.4

2.1

1.1

0.9

1.4

0.8

2.0

2.3

2.1

2.0

1.9

11.8

16.1

9.7

11.8

12.7

3.9

3.4

4.9

3.4

3.9

2.0

1.3

2.1

2.4

「産婦人科」の受診をしたくないから 内診をしたくないから

お金がかかるから 仕事（学業）が忙しいから

家事が忙しいから 具体的なクリニックや病院を知らないから

症状ががまんできる程度だと思うから 市販薬などが効いていて、受診の必要性を感じないから

以前受診時に問題ないといわれたから 以前受診時に嫌な思いをしたから

以前通院したが、症状がよくならなかったから そのうちよくなると思っているから

薬を使いたくないから その他の理由

二次調査Q1-4生理前の不快な症状があるにも関わらず、現在あ
なたがクリニックや病院を受診してない理由 一つずつ

全体 (4,201) 

10代 (87)

20代 (794) 

30代 (1,762) 

40代 (1,558) 

第1回アンケート 二次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (4,201) 年齢（10歳ごと） 10代 (87) 20代 (794) 30代 (1,762) 40代 (1,558) 



24.8

34.0

22.7

25.3

24.8

24.6

21.0

22.5

23.6

27.0

42.3

37.0

45.4

42.9

40.1

2.7

2.0

2.8

2.6

2.9

1.0

2.1

1.0

0.3

1.5

1.0

1.7

1.5

1.4

3.2

5.0

2.7

3.1

3.4

二次調査Q3-3 生理痛に対して自分で行っている（行っていた）対処法につ
いて、以下のあてはまるものをお答えください。 現在行っている対処方法
（いくつでも）(n=4,569)

全体 (4,569) 

10代 (100)

20代 (888) 

30代 (1,950) 

40代 (1,631) 

がまんしている・がまんした（何もしていない・何もしなかった） 生活習慣を改善した（食生活の改善・睡眠時間の改善・運動・入浴など）

薬局（ドラッグストア）で痛み止めやサプリメントや漢方薬を買った インターネットでサプリメントや漢方薬を買った

オンライン診療でピルを購入した クリニックや病院に通院した

その他の対処方法

第1回アンケート 二次調査

（％）



19.3

30.0

16.3

19.4

20.1

21.5

18.0

19.1

20.7

24.0

49.2

44.0

52.8

50.3

46.4

3.3

2.0

3.8

3.1

3.5

1.2

2.8

1.3

0.4

1.8

1.0

2.1

1.8

1.6

3.6

5.0

2.9

3.4

4.1

二次調査Q3-4 生理痛に対して自分で行っている（行っていた）対処法につ
いて、以下のあてはまるものをお答えください。 最現在行っている対処方
法のうち、最も力を入れているもの初に行った対処方法（ひとつ）
(n=4,569)

全体 (4,569) 

10代 (100)

20代 (888) 

30代 (1,950) 

40代 (1,631) 

がまんしている・がまんした（何もしていない・何もしなかった） 生活習慣を改善した（食生活の改善・睡眠時間の改善・運動・入浴など）

薬局（ドラッグストア）で痛み止めやサプリメントや漢方薬を買った インターネットでサプリメントや漢方薬を買った

オンライン診療でピルを購入した クリニックや病院に通院した

その他の対処方法

第1回アンケート 二次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (4,569) 年齢（10歳ごと） 10代 (100) 20代 (888) 30代 (1,950) 40代 (1,631) 



29.6

41.4

29.3

29.5

29.1

31.7

32.2

27.8

30.8

34.6

29.2

24.1

31.5

30.6

26.6

2.7

1.1

2.6

2.8

2.6

1.2

2.9

1.1

0.6

1.6

2.0

1.4

1.8

4.1

1.1

3.8

3.8

4.7

二次調査Q4-3生理前の不快な症状に対する自分で行っている（行ってい
た）対処法について、以下のあてはまるものをお答えください。 現在行っ
ている対処方法（いくつでも）

全体 (4,201) 

10代 (87)

20代 (794) 

30代 (1,762) 

40代 (1,558) 

がまんしている・がまんした（何もしていない・何もしなかった） 生活習慣を改善した（食生活の改善・睡眠時間の改善・運動・入浴など）

薬局（ドラッグストア）で痛み止めやサプリメントや漢方薬を買った インターネットでサプリメントや漢方薬を買った

オンライン診療でピルを購入した クリニックや病院に通院した

その他の対処方法

第1回アンケート 二次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (4,201) 年齢（10歳ごと） 10代 (87) 20代 (794) 30代 (1,762) 40代 (1,558) 



25.6

39.1

25.3

25.3

25.4

30.2

29.9

27.0

29.6

32.4

33.2

28.7

35.0

34.6

31.0

3.3

1.1

3.1

3.3

3.5

1.5

3.3

1.4

0.8

1.9

2.5

1.8

1.9

4.3

1.1

3.8

4.0

5.1

二次調査Q4-4 生理前の不快な症状に対する自分で行っている（行ってい
た）対処法について、以下のあてはまるものをお答えください。 現在行っ
ている対処方法のうち、最も力を入れているもの（ひとつ）

全体 (4,201) 

10代 (87)

20代 (794) 

30代 (1,762) 

40代 (1,558) 

がまんしている・がまんした（何もしていない・何もしなかった） 生活習慣を改善した（食生活の改善・睡眠時間の改善・運動・入浴など）

薬局（ドラッグストア）で痛み止めやサプリメントや漢方薬を買った インターネットでサプリメントや漢方薬を買った

オンライン診療でピルを購入した クリニックや病院に通院した

その他の対処方法

第1回アンケート 二次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (4,201) 年齢（10歳ごと） 10代 (87) 20代 (794) 30代 (1,762) 40代 (1,558) 



19.9

17.0

22.6

20.4

18.1

17.8

18.0

20.0

18.2

16.1

23.6

27.0

17.9

21.5

29.0

38.7

38.0

39.4

39.9

36.8

二次調査Q2-1今ある生理痛や生理前の症状について、医療機関に受診して
ほしいと思っています。どのようなサービスがあれば受診すると思います
か。生理痛について (n=4,569) (Dysmenorrhea score 0除く）一つ選ぶ

全体 (4,569) 

10代 (100)

20代 (888) 

30代 (1,950) 

40代 (1,631) 

受診するための休暇制度 受診するための有給制度

具体的な病院について情報提供 経済的支援

第1回アンケート 二次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (4,569) 年齢（10歳ごと） 10代 (100) 20代 (888) 30代 (1,950) 40代 (1,631) 



18.5

20.7

21.2

18.8

16.6

16.8

13.8

20.4

16.3

15.7

26.1

33.3

19.0

24.4

31.3

38.6

32.2

39.4

40.5

36.4

二次調査Q2-2今ある生理痛や生理前の症状について、医療機関に受診して
ほしいと思っています。どのようなサービスがあれば受診すると思います
か。生理前の症状について 一つ選ぶ

全体 (4,201) 

10代 (87)

20代 (794) 

30代 (1,762) 

40代 (1,558) 

受診するための休暇制度 受診するための有給制度

具体的な病院について情報提供 経済的支援

第1回アンケート 二次調査

（％）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全体 (4,201) 年齢（10歳ごと） 10代 (87) 20代 (794) 30代 (1,762) 40代 (1,558) 



第2回アンケート
N=3,708



Q2 生理痛を理由にこれまで医療機関を受診したことがない理由
(n=3,195)

16.9

23.7

2.7

20.3

1.3

29.1

41.0

10.3

51.7

3.1

30.0

21.8

37.3

21.3

16.8

24.0

13.5

49.6

6.8

78.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お金の余裕がないから

時間がないから

医療機関を受診してはいけないと思っているから

医療機関を受診する必要性を感じないから

保護者や同居人が受診を反対するから

とても当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

第2回アンケート



Q1 生理痛を理由に医療機関を受診したことはあるが、今は通院
していない理由（n=513)

22.2

38.6

13.3

17.7

37.4

40.7

26.5

32.7

26.3

14.0

40.0

33.3

14.0

6.6

20.3

16.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お金の余裕がないから

時間がないから

通院していた医療機関や医師の雰囲気が合わなかったから

しばらく通院して、症状が良くならなかったから

とても当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない 全く当てはまらない

第2回アンケート



月経困難症の知識の普及

13.1

18.6

23.8

29.6

38.3

78.8

0.0 50.0 100.0

ピルは安価なもので一ヶ月の自己負担が500円である

生理痛の治療には、飲み薬だけでなく、子宮の中に薬を入れる方法がある

生理休暇には診断書は不要である

生理痛は病気である

生理痛を放置すると不妊症になる可能性がある

生理痛はピルで良くなる

％

中等度以上の月経困難症のある人での知識普及率   (n=3,708)

第2回アンケート

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
N = 3708  (中等度以上の月経困難症、n=3,708)





Q3 時間や金銭負担の心配がなければ、生理痛について、医療機関を受
診したいと思っていますか。(n=3,708)

ぜひ受診したい 21.6%

どちらかといえば受診したい 
40.2%

どちらかといえば受
診したくない 29.4%

受診したくない 8.8%

第2回アンケート



Q4 一ヶ月の医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担がいくら
までなら受診しますか。(n=3,708)

無料でも受診しない 11.6%

500円までなら
受診する 23.6%

1，000円までなら受診す
る 29.6%

2，000円までなら受
診する 17.7%

3，000円までなら受
診する 12.1%

4，000円までな
ら受診する 1.2%

5，000円までなら受
診する 3.3%

10，000円までなら受診す
る 0.4%

10，000円
以上でも受
診する 0.5%

第2回アンケート

自己負担
• 月々1,000円までなら64.8％が受診。
• 月々2,000円までなら35.2％が受診。
• 11.6%は無料でも受診しない。



1000円以上を支払う意欲がある人

Odds Ratio 
(OR) 95% CI p-value

年齢 0.98 0.97 – 0.99 0.001
月経困難症スコア 1.1 1.00 – 1.22 0.048
月経困難症の知識 1.18 1.12 – 1.24 <0.001
世帯年収 (Ref: <200万円)

600–800万円未満 1.69 1.16 – 2.48 0.007
800–1000万円未満 1.89 1.21 – 2.95 0.005
そのほかの収入 NS — >0.05

地域 (Ref: 関東地方)
北海道地方 1.5 1.05 – 2.13 0.025
東北地方 1.44 1.04 – 2.00 0.028
九州地方 1.43 1.07 – 1.91 0.017
そのほか NS — >0.05

1000円以上払う意欲のある人
• 若年
• 月経困難症スコアが高い
• 月経困難症の知識がある
• 世帯年収が600万円以上
• 北海道・東北・九州地方

有意差なし
• 勤務形態（リモートの有無、フ
ルタイムの有無）

• 個人年収
• 婚姻の有無
• 子供の有無

（ORが高いと意欲がある）

第2回アンケート

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
年齢が高いと、より医療費を支払う意欲なし 
月経スコアが高いとより医療費を支払う意欲あり 
月経困難症の知識が高いとより医療費を支払う意欲あり 
世帯年収が600万以上の場合より医療費を支払う意欲あり 
北海道や東北、九州地方はより医療費を支払う意欲あり 
(中等度以上の月経困難症、世帯年収の記載があった人、n=2,947)




Q5 月々、平日日中の受診にかかる時間的負担（移動時間、待合
時間など含む）がどの程度であれば、受診しますか。
※平日とは、年末年始や祝日を除く、月曜日から金曜日を指しま
す (n=3,708)

1時間以内なら受診する 
71.4%

2時間以内なら受診する 
11.4% 自己負担

• 月々１時間以内なら85.0%が受診。
• 月々２時間以内なら13.6%が受診。
• 15.0%はかかる時間問わず受診しない。

かかる時間を問わず受診
しない 15.0%

第2回アンケート

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
経済的負担については、自己負担が月々1000円までなら64.6％だった。受診に必要な時間が月々1時間以内なら受診する人は71.4％だった。若年ほど経済的時間的負担を、子供がいる人は時間的負担を許容する傾向だった。

月々、平日日中の受診にかかる時間的負担（移動時間、待合時間など含む）がどの程度であれば、受診しますか。�※平日とは、年末年始や祝日を除く、月曜日から金曜日を指します (n=3708)




Q2 生理痛を理由にこれまで医療機関を受診したことがない理由 (n=3195)
→Q6医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮
定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか

オンライン診療があれば受診する オンライン診療があっても受診しない

全体 (%)

(3,195)

(756)

(1,311)

(698)

(430)

全体

とても当てはまる

やや当てはまる

あまり当てはまらない

全く当てはまらない

Q2 時間
がないか
ら

44.3

53.2

46.1

38.3

32.8

55.7

46.8

53.9

61.7

67.2

第2回アンケート


INDEX

				質問番号		表題		質問文		ページ





				Q6				医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか？
オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って、自宅やオフィスなどから医師の診察や薬の処方を受ける診療です（以下の図参照）。		TABLE[Q6]

				Q6				医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか？
オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って、自宅やオフィスなどから医師の診察や薬の処方を受ける診療です（以下の図参照）。		TABLE[Q6]

				Q6				医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか？
オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って、自宅やオフィスなどから医師の診察や薬の処方を受ける診療です（以下の図参照）。		TABLE[Q6]



&P	


ご自身に関するアンケート



1(Q6)

				Q6

				

				医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか？
オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って、自宅やオフィスなどから医師の診察や薬の処方を受ける診療です（以下の図参照）。





				









































										オンライン診療があれば受診する		オンライン診療があっても受診しない

								全体																全体																				(%)		

				全体				(3,195)		44.3		55.7								全体				(3,195)

				Q2 時間がないから		とても当てはまる		(756)		53.2		46.8								Q2 時間がないから		とても当てはまる		(756)

						やや当てはまる		(1,311)		46.1		53.9										やや当てはまる		(1,311)

						あまり当てはまらない		(698)		38.3		61.7										あまり当てはまらない		(698)

						全く当てはまらない		(430)		32.8		67.2										全く当てはまらない		(430)





&P	




44.256651017214402	55.743348982785598	

44.256651017214402	53.174603174603199	46.071700991609497	38.252148997134697	32.790697674418603	55.743348982785598	46.825396825396801	53.928299008390503	61.747851002865303	67.209302325581405	

オンライン診療があれば受診する	オンライン診療があっても受診しない	

n = 30 以上



2(Q6)

				Q6

				

				医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか？
オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って、自宅やオフィスなどから医師の診察や薬の処方を受ける診療です（以下の図参照）。





				









































										オンライン診療があれば受診する		オンライン診療があっても受診しない

								全体																全体																				(%)		

				全体				(3,195)		44.3		55.7								全体				(3,195)

				Q2 医療機関を受診する必要性を感じないから		とても当てはまる		(649)		32.0		68.0								Q2 医療機関を受診する必要性を感じないから		とても当てはまる		(649)

						やや当てはまる		(1,651)		44.3		55.7										やや当てはまる		(1,651)

						あまり当てはまらない		(679)		52.1		47.9										あまり当てはまらない		(679)

						全く当てはまらない		(216)		55.6		44.4										全く当てはまらない		(216)





&P	




44.256651017214402	55.743348982785598	



44.256651017214402	32.049306625577799	44.336765596608103	52.135493372606803	55.5555555555556	

55.743348982785598	67.950693374422201	55.663234403391897	47.864506627393197	44.4444444444444	

オンライン診療があれば受診する	オンライン診療があっても受診しない	

n = 30 以上



3(Q6)

				Q6

				

				医療費（検査・投薬料金含む）の自己負担額が対面診療と同じと仮定して、オンライン診療があればあなたは受診するようになりますか？
オンライン診療とは、スマートフォンやタブレット、パソコンなどを使って、自宅やオフィスなどから医師の診察や薬の処方を受ける診療です（以下の図参照）。





				









































										オンライン診療があれば受診する		オンライン診療があっても受診しない

								全体																全体																				(%)		

				全体				(3,708)		46.9		53.1								全体				(3,708)

				年齢		12才未満		(0)		0.0		0.0								年齢		12才未満		(0)

						12才～19才		(111)		42.3		57.7										12才～19才		(111)

						20才～24才		(275)		53.1		46.9										20才～24才		(275)

						25才～29才		(509)		49.1		50.9										25才～29才		(509)

						30才～34才		(720)		48.3		51.7										30才～34才		(720)

						35才～39才		(800)		44.5		55.5										35才～39才		(800)

						40才～44才		(701)		46.1		53.9										40才～44才		(701)

						45才～49才		(592)		45.4		54.6										45才～49才		(592)

						50才～54才		(0)		0.0		0.0										50才～54才		(0)

						55才～59才		(0)		0.0		0.0										55才～59才		(0)

						60才以上		(0)		0.0		0.0										60才以上		(0)





&P	




46.898597626753002	53.101402373246998	



46.898597626753002	0	42.342342342342299	53.090909090909101	49.115913555992101	48.3333333333333	44.5	46.077032810271	45.4391891891892	0	0	0	

53.101402373246998	0	57.657657657657701	46.909090909090899	50.884086444007899	51.6666666666667	55.5	53.922967189729	54.5608108108108	0	0	0	

オンライン診療があれば受診する	オンライン診療があっても受診しない	

n = 30 以上





通院に時間を使うと回答した人

OR 95%信頼区
間 p-value

年齢 0.963 0.95-0.98 <0.001

月経困難症スコア 1.213 1.06-1.39 0.005

月経困難症の知識 1.134 1.05-1.22 0.001

子供あり 1.537 1.17-2.03 0.002

通院に時間を使う人
• 若年
• 月経困難症スコアが高い
• 月経困難症の知識ある
• 子供がいる

有意差なし
• 勤務形態（リモートの有無、
フルタイムの有無）

• 世帯年収
• 個人年収
• 地域

第2回アンケート

（ORが高いと意欲がある）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
年齢が上がると時間を使うと回答する人が減少する 
症状が強いと時間を使うとより回答する 
知識を多いと時間を使うとより回答する 
子供がいると時間をつかうとより回答する 

通院時間を使うと回答することに関連する因子

かかる時間を問わず受診しない
Vs
１分以上時間がかかっても受診する
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